
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業と懇談会 情報モラルの 

京都市総合教育センター 研究課・カリキュラム開発支援センター 

京都発！確かな教育実践のために 33

学校で進める情報モラル校内研修会 

 やっていこう 
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子どもに情報モラルを身に付けるために私たちができることは，情報モラルの授業実践で

す。しかし，情報モラルに関する諸課題は，学校外でおこっていることがほとんどであり，情

報モラル教育は，子どもたちの学びの場を学校はもとより家庭や地域社会をも視野に入れ

た取組を進めていく「社会に開かれた教育課程」として進める必要があります。 

そこで，情報モラルの授業と懇談会の実践につなぐ校内研修会などについて冊子にまと

めました。情報モラル教育の授業フレーム，保護者啓発を意識した授業と懇談会のポイント

も掲載しています。また，この冊子で紹介しきれなかった，情報モラル教育の指導案，校内

総合教材研修会で必要な進行マニュアル・ワークシートなどについては，京都市総合教育セ

ンターのポータルサイト「研究課―成果物」よりダウンロードが可能になっています。 

ぜひ，お使いいただき，授業を通して思考することを大切にした授業の実践と，学校と家

庭の両面で支えていくための家庭教育支援の実践を進めることを通して，子どもにとって適

切に情報を活用できる資質・能力の育成につなげていただければと思います。 

授 業 

懇談会 

校内研修会



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1

※2 

文部科学省「情報モラル指導モデルカリキュラム」2007.05.23http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1296900.htm

 

情報モラル教育の 

２領域５分野に 

子どもの課題を 

あてはめてみよう！ 

情報モラル教育の２領域５分野（２）に，情報モラルの諸課題（３）を当てはめ

る活動を各自や校内研修会などで行ってみてください。情報モラル教育の全

体像を知り，これから授業を考えていくヒントになると思います。 

一つの課題が，いくつもの分野にまたがることもあります。解答は「情報モラ

ル指導モデルカリキュラム」※1を参考にしてください。 

情報社会の倫理 法の理解と遵守

安全への知恵 情報セキュリティ

公共的なネットワークの構築

※2 

（２）情報モラル教育 ２領域５分野 

（３）情報モラルの諸課題 

（１）子どもの身近な事例から考えてみる 

p.１

文部科学省依託授業「情報モラル指導研修者ハンドブック」2010.1.31 財団法人コンピュータ教育開発センター(CEC)p.5 
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子どもに情報モラルを身に付けるために私たちができることは，情報モラルの授業実践で

す。しかし，情報モラルに関する諸課題は，学校外でおこっていることがほとんどであり，情

報モラル教育は，子どもたちの学びの場を学校はもとより家庭や地域社会をも視野に入れ

た取組を進めていく「社会に開かれた教育課程」として進める必要があります。 

そこで，情報モラルの授業と懇談会の実践につなぐ校内研修会などについて冊子にまと

めました。情報モラル教育の授業フレーム，保護者啓発を意識した授業と懇談会のポイント

も掲載しています。また，この冊子で紹介しきれなかった，情報モラル教育の指導案，校内

総合教材研修会で必要な進行マニュアル・ワークシートなどについては，京都市総合教育セ

ンターのポータルサイト「研究課―成果物」よりダウンロードが可能になっています。 

ぜひ，お使いいただき，授業を通して思考することを大切にした授業の実践と，学校と家

庭の両面で支えていくための家庭教育支援の実践を進めることを通して，子どもにとって適

切に情報を活用できる資質・能力の育成につなげていただければと思います。 

授 業 

懇談会 

校内研修会

① ⑥ ⑪

② ⑦ ⑫

③ ⑧ ⑬

④ ⑨ ⑭

⑤ ⑩ ⑮

音楽のＣＤをコ
ピーして友だちに
渡している

友だちが描いた
絵を自由に使う

一度ＳＮＳにアッ
プした画像は，完
全に消せないこと
を知らない

見つけた情報は
すぐ鵜呑みにし
て，広める

歩きスマホをする 時間と場所を問
わず，ＳＮＳや
メールの閲覧や
発信をする

wifi（無線ＬＡＮ）
があればとりあえ
ず利用する

欲しい情報が見
つかったら，すぐ
に信じる

知らない人から
メールが来たの
で，丁寧に返信を
して，間違いだと
伝える

不正アプリをイン
ストールしてしま
い，個人情報が
漏えいする

パスワードを誕生
日にして，友達に
も知らせている

ネットショッピング
で買ったものを，
返品できないこと
があることを知ら
ない

インターネットの
掲示板に悪口を
書く

知らない人からの
アンケートにすぐ
答える

面白かったテレビ
番組を動画投稿
サイトに出す



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業づくりの 

ポイント 

（１）ダメダメ教育にならないように 

（２）動画や体験活動を使って、全ての子どもに考えやすい手立てを 

「○○してはいけない」「○○は使わない」と，一事例を押し込むことが

情報モラル教育ではありません。子どもが，授業を通して思考し，「自分

だったら○○と考える」「使うときがきたら，○○を大切にしたい」など，適

切に活用するために必要な考え方がもてる授業を展開しましょう。 

インターネットにつながる機器を使用していない子どもにも，授

業で考えられる足場をつくるためには，動画やアニメーション，疑

似体験ができる教材を使うことが有効です。 

動画教材などの場合，使いたい教材が対象学年以上でも，途中で動画を止めながら解説を入れることや，「この

後どうなるかな？」などの声かけを工夫することで，活用できる教材がたくさんあります。 

（３）授業づくりフレーム（ここでは，特別活動を例に挙げています） 

p.２ 

導 入 現状の問題に関する資料を提示する。

直接「めあて」につながる問いかけを行う。

展 開

基本発問 問題の原因を話し合うことにつながる２つ程度の発問を行う。

（登場人物は）どんなことを考えただろう？ なぜ○○の気持ちになったのだろう？ex

中心発問 解決方法を話し合い，まとめる。

（登場人物は）○○○された時，どんなことに気をつければ良かったのだろう？ex

▶「ねらい」にせまるための思考の深めどころ

言語化

交 流

ゆさぶり

中心発問に対する自分の思いや考えを
ワークシートに書く。

自分の思いや考えをグループや全体で交流する。

さらに思考を深めるために新しい視点を与える。

自己決定 これからの生活を考えて，教材の内容と重ねて，思いや考えを書きまとめ，交流する。

○○○でやりとりするときに，どのようなことを気を付けたらよいでしょうか。
○○○を使うときは（ようになったら），どのようなことをしていきたいですか。

ex

終 末

常に「めあて」を意識しながら。
児童のICT機器の利用に有無に関わらず，本時のねらいにつなげる。
ワークシートには，ICTの特性にてついて確認できる項目をつける（低学年など）
自分に合っためあてを自己決定に記述できている児童生徒を意図的に指名し発表。
保護者とも連携し（ワークシートを持ち帰らせて，サインをもらうなど）事後指導を充実させる。

授業づくりフレーム

つかむ

さぐる

見付ける

決める

問題意識をもつ

決まったことを実行する

クラスの〇〇〇と〇〇〇の実態です。アンケート結果を見てどのように思いますか。

教師が提示した課題を自分の課題として
受け止められるようにする。

ex

（朝の会などで）事前に題材を提示する。
（アンケート・インタビュー・本やインターネットで調べたこと）で事前に調査することで，
問題意識が高まります。（教師が行うだけでなく，児童が行うとより効果が高いです）

ex

情報教育（情報モラル）

ねらい 基本発問につながるように，注目すべき点を事前に伝えて，教材を範読する（視聴する）。

○○○と感じた場面や，どうして被害にあってしまったのかに注目して見てみましょう。ex

▶「解説（資料・動画）」の活用で，ICTの特性をおさえる

（参考文献）京都市教育委員会「考え，議論する道徳を目指して」2017.3 p.2

文部科学省国立政策研究所教育課程研究センター「楽しく豊かな学級・学校生
活をつくる特別活動(小学校編)―特別活動指導資料」文溪堂2014.8.1



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）アニメーション教材「ネット社会の歩き方」を用いた授業展開のポイント 

 こちらの授業実践は，子どもの実態から個人情報の入力について学習課題を設定し，アニメーション教材を参

考に作りました。アニメーションの所要時間は約２分ですが，途中で解説を入れ，予想を出し合うなどしてしっかり

話し合う時間を取ることができる教材です。 

出典 JAPET&CEC http://www2.japet.or.jp/net-walk/

p.３

導入 

展開

終末 

をもつ 

問題意識

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業づくりの 

ポイント 

（１）ダメダメ教育にならないように 

（２）動画や体験活動を使って、全ての子どもに考えやすい手立てを 

「○○してはいけない」「○○は使わない」と，一事例を押し込むことが

情報モラル教育ではありません。子どもが，授業を通して思考し，「自分

だったら○○と考える」「使うときがきたら，○○を大切にしたい」など，適

切に活用するために必要な考え方がもてる授業を展開しましょう。 

インターネットにつながる機器を使用していない子どもにも，授

業で考えられる足場をつくるためには，動画やアニメーション，疑

似体験ができる教材を使うことが有効です。 

動画教材などの場合，使いたい教材が対象学年以上でも，途中で動画を止めながら解説を入れることや，「この

後どうなるかな？」などの声かけを工夫することで，活用できる教材がたくさんあります。 

（３）授業づくりフレーム（ここでは，特別活動を例に挙げています） 

p.２ 



 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）アニメーション教材「楽しく学ぼうみんなの著作権」を用いた授業展開のポイント 

こちらの授業実践は，子どもの実態から著作物の扱いについて学習課題を設定し，アニメーション教材を参考に

作りました。アニメーションの所要時間は約４分ですが，導入のⓒマークを探す活動をすることにつなげること

や，著作権の説明を行うときに活用しやすい教材です。 

出典 文化庁 http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/kyozai.html

題 材 名 ⓒマークってなあに （１Ｈ） 

学習のねらい 著作物の意味や役割について理解し，人の作ったものを大切にする心をもつ（学活（２）カ） 

情報モラル指導 

（分類・領域） 
情報社会の倫理 b2-1 自分の情報や他人の情報を大切にする 

教材 
文化庁 楽しく学ぼうみんなの著作権「c マークってなあに？」」 

http://chosakuken.bunka.go.jp/tanoshiku/ 

本時の 

評価規準 

・身近なものからⓒマークを見つけて，著作物の意味や役割について理解する。  

・ ⓒマークの記述がない物にも，著作権があることを理解する。 

 
時

間 
 料資・/点意留＊ ）○（問発/動活習学

をもつ 
５

分 

１ アニメーション教材を通してⓒというマ

ークが身の周りにあることを気づく。 

 

・アニメーション教材のⓒマークの説明のと

ころまでを視聴する。 

＊著作権・ⓒマークについて確認する。 

導入 15

分 

２ 身の回りにあるⓒマーク探しを行う。 

○ⓒマークのついていた物をワークシート

に書いて，確認し合いましょう。 

＊身近なものからⓒマークを見つけて，著

作物の意味や役割について理解できるよ

うにする。 

展開
15

分 

３ Ⓒマークからめあてについて考える。 

 

 

 

 

○ⓒマークがついていない作品（絵やデザ

イン）は，自由に使ってもよいかどうか，

考えてみましょう。 

 

＊身の回りには，たくさんの著作物があるこ

とを確認する。 

 

 

 

＊Ⓒマークがあってもなくてもどちらでも同

じなら，なくてもいいという考えがでれば，

より話し合いが深まる。 

４ 著作物の意味や役割について確認す

る。 

 

・アニメーションの続きを視聴する。 

 

終末 
５ ワークシートに，今日の学習でわかった

ことや考えたことを書いて交流する。 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権
ちょさくけん

（コピーライト）のサイン 

ⓒ2019 京太郎 

著作権
ちょさくけん

について考えよう。 

その作品（絵やデザイン）を勝手に変えたり，

コピーしてみんなに配ったり，インターネット

に載せたりしてはいけない。 

著作物
ちょさくぶつ

考え 

まとめ 作品にはつくった人の思いが入ってい

るから，自分のつくったものや，人が作ったもの

は大切にしよう。 

 ⓒマークがない作品は勝手につかってもいいか。 ○著作権
ちょさくけん

がありますよというお知らせ        

・作品を作った人がもつ権利 

・作品をつくればだれもがもつことができる 

・勝手に使われないための権利 

ⓒマークがついていない作品を 考えることを通して，著作権
ちょさくけん

について知ろう。

著作権は，作った人が持つ権利で，自分の作品を勝手に人に使

われない権利のこと。著作権は作品をつくればだれもがもつこ

とができること。ⓒマークがついていなくても著作権がある。 

p.４ 

問題意識

題 材 名 ⓒマークってなあに （１Ｈ） 

学習のねらい 著作物の意味や役割について理解し，人の作ったものを大切にする心をもつ（学活（２）カ） 

情報モラル指導 

（分類・領域） 
情報社会の倫理 b2-1 自分の情報や他人の情報を大切にする 

教材 
文化庁 楽しく学ぼうみんなの著作権「c マークってなあに？」」 

http://chosakuken.bunka.go.jp/tanoshiku/ 

本時の 

評価規準 

・身近なものからⓒマークを見つけて，著作物の意味や役割について理解する。  

・ ⓒマークの記述がない物にも，著作権があることを理解する。 

 
時

間 
 料資・/点意留＊ ）○（問発/動活習学

問題意識
をもつ 

５

分 

１ アニメーション教材を通してⓒというマ

ークが身の周りにあることを気づく。 

 

・アニメーション教材のⓒマークの説明のと

ころまでを視聴する。 

＊著作権・ⓒマークについて確認する。 

導入 15

分 

２ 身の回りにあるⓒマーク探しを行う。 

○ⓒマークのついていた物をワークシート

に書いて，確認し合いましょう。 

＊身近なものからⓒマークを見つけて，著

作物の意味や役割について理解できるよ

うにする。 

展開 
15

分 

３ Ⓒマークからめあてについて考える。 

 

 

 

 

○ⓒマークがついていない作品（絵やデザ

イン）は，自由に使ってもよいかどうか，

考えてみましょう。 

 

＊身の回りには，たくさんの著作物があるこ

とを確認する。 

 

 

 

＊Ⓒマークがあってもなくてもどちらでも同

じなら，なくてもいいという考えがでれば，

より話し合いが深まる。 

４ 著作物の意味や役割について確認す

る。 

 

・アニメーションの続きを視聴する。 

 

終末 10 

分 

５ ワークシートに，今日の学習でわかった

ことや考えたことを書いて交流する。 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権
ちょさくけん

（コピーライト）のサイン 

ⓒ2019 京太郎 

著作権
ちょさくけん

について考えよう。 

その作品（絵やデザイン）を勝手に変えたり，

コピーしてみんなに配ったり，インターネット

に載せたりしてはいけない。 

著作物
ちょさくぶつ

考え 

まとめ 作品にはつくった人の思いが入ってい

るから，自分のつくったものや，人が作ったもの

は大切にしよう。 

 ⓒマークがない作品は勝手につかってもいいか。 ○著作権
ちょさくけん

がありますよというお知らせ        

・作品を作った人がもつ権利 

・作品をつくればだれもがもつことができる 

・勝手に使われないための権利 

ⓒマークがついていない作品を 考えることを通して，著作権
ちょさくけん

について知ろう。

著作権は，作った人が持つ権利で，自分の作品を勝手に人に使

われない権利のこと。著作権は作品をつくればだれもがもつこ

とができること。ⓒマークがついていなくても著作権がある。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）動画教材「情報社会の新たな問題を考えるための教材」を用いた授業展開のポイント 

 子どもの実態から複数の学習課題を見出し総合的な学習の時間の単元（８Ｈ）を作りました。この授業実践はそ

の中の１時間を例示しています。動画の所要時間は約１２分あります。パスワード作りの活動時間を確保するため

には，指導者が解説し動画の時間配分を考えることをおすすめします。また，この教材は他にも「ネット依存・ネッ

ト被害・ＳＮＳ等のトラブル・情報セキュリティ・適切なコミュニケーション」と豊富にあり，活用しやすい動画教材集

です。 出典 文部科学省 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1368445.htm

p.５

課題の

設定

情報の

収集

まとめ

表現

情報の
整理
・分析

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）アニメーション教材「楽しく学ぼうみんなの著作権」を用いた授業展開のポイント 

こちらの授業実践は，子どもの実態から著作物の扱いについて学習課題を設定し，アニメーション教材を参考に

作りました。アニメーションの所要時間は約４分ですが，導入のⓒマークを探す活動をすることにつなげること

や，著作権の説明を行うときに活用しやすい教材です。 

出典 文化庁 http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/kyozai.html

題 材 名 ⓒマークってなあに （１Ｈ） 

学習のねらい 著作物の意味や役割について理解し，人の作ったものを大切にする心をもつ（学活（２）カ） 

情報モラル指導 

（分類・領域） 
情報社会の倫理 b2-1 自分の情報や他人の情報を大切にする 

教材 
文化庁 楽しく学ぼうみんなの著作権「c マークってなあに？」」 

http://chosakuken.bunka.go.jp/tanoshiku/ 

本時の 

評価規準 

・身近なものからⓒマークを見つけて，著作物の意味や役割について理解する。  

・ ⓒマークの記述がない物にも，著作権があることを理解する。 

 
時

間 
 料資・/点意留＊ ）○（問発/動活習学

をもつ 
５

分 

１ アニメーション教材を通してⓒというマ

ークが身の周りにあることを気づく。 

 

・アニメーション教材のⓒマークの説明のと

ころまでを視聴する。 

＊著作権・ⓒマークについて確認する。 

導入 15

分 

２ 身の回りにあるⓒマーク探しを行う。 

○ⓒマークのついていた物をワークシート

に書いて，確認し合いましょう。 

＊身近なものからⓒマークを見つけて，著

作物の意味や役割について理解できるよ

うにする。 

展開
15

分 

３ Ⓒマークからめあてについて考える。 

 

 

 

 

○ⓒマークがついていない作品（絵やデザ

イン）は，自由に使ってもよいかどうか，

考えてみましょう。 

 

＊身の回りには，たくさんの著作物があるこ

とを確認する。 

 

 

 

＊Ⓒマークがあってもなくてもどちらでも同

じなら，なくてもいいという考えがでれば，

より話し合いが深まる。 

４ 著作物の意味や役割について確認す

る。 

 

・アニメーションの続きを視聴する。 

 

終末 
５ ワークシートに，今日の学習でわかった

ことや考えたことを書いて交流する。 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権
ちょさくけん

（コピーライト）のサイン 

ⓒ2019 京太郎 

著作権
ちょさくけん

について考えよう。 

その作品（絵やデザイン）を勝手に変えたり，

コピーしてみんなに配ったり，インターネット

に載せたりしてはいけない。 

著作物
ちょさくぶつ

考え 

まとめ 作品にはつくった人の思いが入ってい

るから，自分のつくったものや，人が作ったもの

は大切にしよう。 

 ⓒマークがない作品は勝手につかってもいいか。 ○著作権
ちょさくけん

がありますよというお知らせ        

・作品を作った人がもつ権利 

・作品をつくればだれもがもつことができる 

・勝手に使われないための権利 

ⓒマークがついていない作品を 考えることを通して，著作権
ちょさくけん

について知ろう。

著作権は，作った人が持つ権利で，自分の作品を勝手に人に使

われない権利のこと。著作権は作品をつくればだれもがもつこ

とができること。ⓒマークがついていなくても著作権がある。 

p.４ 

問題意識



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
※1 藤平敦「月刊生徒指導若手教員の力を引き出す研修でつかえる生徒指導事例 50」学事出版 2016.12 p.89 

※2 吉田新一郎『効果 10倍の教える技術』PHP 研究所 2007.3.16 p.27 

懇談会づくりの 

ポイント 

（２）タイムマネジメント（例） 

周りはどうしているのか知りたい 

普段の悩みについて話したい 

（１）懇談会実践に必要な知識と考え方 

まずは，参加者がいることです。参加者が少ないから仕方がないので

はなく，通信などで宣伝する，直接声をかける，授業参観で案内の掲示

をしておく，授業が終わったらすぐに声をかける，そして，すみやかに開

始できる時間の工夫などが必要です。 

次に，タイムマネジメントです。保護者にとって，一般的な話しばか

りが続くことや，個人的な質問の返答，具体例など提示は，個別的なこと

であり，うちの子には直接関係ないという印象をもつと言われています。※１  

あいさつ 

学級経営方針の説明など 

子どもたちの様子から（画像などを使う） 

グループ分け 

アイスブレイク 

グループ活動 

グループ内容の交流（発表・質問） 

連絡事項 

１分 

２分 

10分 

１分 

３分 

20分 

10分 

３分 

（３）企画内容 

進行者主導の時間

短時間で 

わかりやすく！ 

保護者の主体的な

活動の時間 

（３）企画内容の 

ポイント参照 

 「記憶の残る割合」 

  聞いたことは    ・・・１０％ 

見たことは      ・・・１５％ 

聞いて見たときは ・・・２０％ 

話し合ったときは ・・・８０％ 

教えたときは    ・・・９０％ 

※2

まずは，アイスブレイクなどで話し易い雰囲気づくりをしましょう。また，活動は，

たくさん記述することや，全体の場で全員が必ず発表しなければならないというこ

とのないようにして下さい。保護者にとって難しいと感じない手法がよいです。多く

のアイデアを出し合えて，今，できることに保護者が気付くこと，悩みを出せて，

周りの保護者も自分と同じような悩みをもっているのだなと安心感をもったり，仲

間と策を練ったりできる場，話し合いの過程を大切にした場を目指しましょう。 

ｐ.７～８に懇談会のワークショップを紹介しています。 

（４）アイスブレイク（例） 

情報モラルに関する専門的な知識を教員が伝える場ではなく，保護者

にとって気軽に話し合える場となることが大切です。 

テーマは話しやすく， 

「うちでは○○してるよ」など

構えずに話したり教えあったり

できるようなものがよいですね 

   
Aの保護者のAAです。 

Aのすきな所は○○です。 

私の子どものころの夢は
気に入っているアプリ，

サイトはＺです。○○が

でき（わかり）ます。 
でした。

①

② ③
名前

p.６ 

最後にとても大事なことは，企画内容です。学校から知識ばかりを伝え

る時間にならぬように，テーマをもって保護者同士がいかに話し合える

かという視点で進めましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）ワークショップ A 「情報モラルの動画教材を活用」 

このワークショップは，授業で使う動画教材を保護者の視点で視聴し，（動画内の）子どもの問題点を書き出し

た後，それに対応して家庭で取り組めそうなことを付箋に書き出します。家庭での情報モラル教育について具体

的に考えを出し合えるワークショップです。また，この教材と授業参観で子どもが学習する教材を同じにすること

で，家庭での話し合いに結びつきやすいと考えられます。 

使用教材は，p.５で紹介した，文部科学省「情報化の新たな問題を考えるための教材」を使用しています。 

（１）情報モラル教材の動画を視聴する。 

（２）ストーリーに登場する子どもの問題と考えられる行動を書き出す。 

（３）２に書き出したことをもとに，家庭で取り組めそうなことを付箋に書き出す。 

（４）パターン①各自で，付箋を重要だと思う順に並べてから，グループで話し合う。 

   パターン②グループで付箋を出し合い，話し合いながら重要だと思う順に並べる。 

（５）グループごとの考えを紹介し合う。 

p.７

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
※1 藤平敦「月刊生徒指導若手教員の力を引き出す研修でつかえる生徒指導事例 50」学事出版 2016.12 p.89 

※2 吉田新一郎『効果 10倍の教える技術』PHP 研究所 2007.3.16 p.27 

懇談会づくりの 

ポイント 

（２）タイムマネジメント（例） 

周りはどうしているのか知りたい 

普段の悩みについて話したい 

（１）懇談会実践に必要な知識と考え方 

まずは，参加者がいることです。参加者が少ないから仕方がないので

はなく，通信などで宣伝する，直接声をかける，授業参観で案内の掲示

をしておく，授業が終わったらすぐに声をかける，そして，すみやかに開

始できる時間の工夫などが必要です。 

次に，タイムマネジメントです。保護者にとって，一般的な話しばか

りが続くことや，個人的な質問の返答，具体例など提示は，個別的なこと

であり，うちの子には直接関係ないという印象をもつと言われています。※１  

あいさつ 

学級経営方針の説明など 

子どもたちの様子から（画像などを使う） 

グループ分け 

アイスブレイク 

グループ活動 

グループ内容の交流（発表・質問） 

連絡事項 

１分 

２分 

10分 

１分 

３分 

20分 

10分 

３分 

（３）企画内容 

進行者主導の時間

短時間で 

わかりやすく！ 

保護者の主体的な

活動の時間 

（３）企画内容の 

ポイント参照 

 「記憶の残る割合」 

  聞いたことは    ・・・１０％ 

見たことは      ・・・１５％ 

聞いて見たときは ・・・２０％ 

話し合ったときは ・・・８０％ 

教えたときは    ・・・９０％ 

※2

まずは，アイスブレイクなどで話し易い雰囲気づくりをしましょう。また，活動は，

たくさん記述することや，全体の場で全員が必ず発表しなければならないというこ

とのないようにして下さい。保護者にとって難しいと感じない手法がよいです。多く

のアイデアを出し合えて，今，できることに保護者が気付くこと，悩みを出せて，

周りの保護者も自分と同じような悩みをもっているのだなと安心感をもったり，仲

間と策を練ったりできる場，話し合いの過程を大切にした場を目指しましょう。 

ｐ.７～８に懇談会のワークショップを紹介しています。 

（４）アイスブレイク（例） 

情報モラルに関する専門的な知識を教員が伝える場ではなく，保護者

にとって気軽に話し合える場となることが大切です。 

テーマは話しやすく， 

「うちでは○○してるよ」など

構えずに話したり教えあったり

できるようなものがよいですね 

   
Aの保護者のAAです。 

Aのすきな所は○○です。 

私の子どものころの夢は
気に入っているアプリ，

サイトはＺです。○○が

でき（わかり）ます。 
でした。

①

② ③
名前

p.６ 

最後にとても大事なことは，企画内容です。学校から知識ばかりを伝え

る時間にならぬように，テーマをもって保護者同士がいかに話し合える

かという視点で進めましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（８）ワークショップ D 「家庭でのいつもの声かけを考え 

直してみる活動」 

このワークショップは，「タイプ別子どもの接し方」の資料を参考にし

て，保護者が設問に対してあてはまるものにチェックをすることで，自分

がどのようなタイプか見直してみるというものです。そこで，自分のタイプ

以外を参考にして，できるだけいつもと違う接し方を考えてみるというも

のです。 

（６）ワークショップ B「ブレインライティング６３５」 

とができ，周りのアイデアにも大切なことが同じように出てくることから，保護

者にとって子どもと関わる上での気付きになると考えられます。この活動後

「家庭でのスマホやゲーム機の与え方について考えてみませんか。」と話題

を出すことで，家庭での情報モラル教育について深まった話し合いになると

考えられます。 

このワークショップは，ブレインストーミングの手法を用いて，連想される言葉をワークシートに３つ書いていくだ

けで，短時間に多くのアイデアが出る仕掛けがあります。教員が研修で用いる場合は10分程度，保護者懇談会の

活用では20分程度予定してください。 

始めに自分が書いたアイデアが，グループの人の手にわたって付け加えられることにより，新たな視点を得るこ 

 

（７）ワークショップ C「子ども伝記」 

子どもがこうなって欲しいと願う将来の姿を20年後，10年後，

5年後と順にワークシートの表に書き出します。そして，ワーク

シートの左端を折り返し，先ほどの記入項目と未来の様子が記

入された年表を並べて，私たちの暮らしてきた時代とは違う社

会で生きていく子どもに，今，家庭で大切にしたいことは何か

を考えるものです。 

１人目が記入する 

左隣りへ回して 

１人目，３人目…

と上の言葉から 

連想して記入する 

「将来幸せに暮らすために必要なことは何か。」 

 基本ルール 

⑴絶対に批判しないこと 

⑵自由に意見を出すこと 

⑶質より量を重視すること 

⑷アイデアを発展させること 

p.８ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業づくり 

懇談会づくりの 

ための 

校内研修会モデル 

（１）校内で進める情報モラル校内研修会モデルⅠ・Ⅱ・Ⅲ 

３つの校内研修会モデル（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）について紹介します。「授業づくりに

向かう校内研修会Ⅰ・Ⅱ」，「懇談会づくりに向かう校内研修会Ⅲ」の所要時

間は（90分～）120分程度です。下の図は，それぞれの研修会がポイントとし

ている度合を表しています。 

懇談会づくり 授業づくり 保護者啓発を
意識した授業づくり

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

これらは全て，ダウンロー

ド可能です。アンケートの項

目なども，適宜加減してお

使いください。 

（２）校内研修会モデル      の事前準備（児童実態調査） 
Ⅰ Ⅱ 

授業づくりのための校内研修会Ⅰ・Ⅱは，目の前の子どもたちの実態を知ることから授業づくりが始まります。

子どもたちの実態を目の当たりにし，必要な学習課題は何なのかということを学年（学年所属以外の教職員も入

って）チームで見つけ出す，参考になる教材を使って授業を組み立てる，学年の実態から作った指導内容を発

表し校内で共有する，これらの協働的で主体的な活動の過程が情報モラルの研修となります。 

そこで，研修会の前に，児童実態調査を行い，学年毎にデータ入力し，結果を印刷しておきます。 

1-a 1-b 2-a 2-b 3-a 3-b 3-c 3-d 3-e

スマートフォンを
使っていますか

スマートフォンを１
日平均どれぐらい
使っていますか

ゲーム機（通信で
きるもの）を使って

いますか

ゲーム機を１日平
均どれぐらい使っ

ていますか

①自分専用
②家族のもの
③使っていない

①３０分以内
②３０分～１時間
③１～２時間
④２～３時間
⑤３時間以上
⓪使っていない

①自分専用
②家族のもの
③使っていない

①３０分以内
②３０分～１時間
③１～２時間
④２～３時間
⑤３時間以上
⓪使っていない

①携帯電話 ②スマートフォン ③ゲーム機 ④タブレット ⑤パソコン

1 113131

2 2 3 2 2 1 1 1 1

3 111303

次の中で使っているものはありますか(複数回答可)

児童記入用紙（低・中・高の３種類あります） 

データ入力表（Excel を活用）の一部 

結果（Excel を活用） 

データ入力の目安は，1クラス

30人で約15分です。また，この

入力作業を校内研修会の中に

入れることも可能です。 

p.９
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（８）ワークショップ D 「家庭でのいつもの声かけを考え 

直してみる活動」 

このワークショップは，「タイプ別子どもの接し方」の資料を参考にし

て，保護者が設問に対してあてはまるものにチェックをすることで，自分

がどのようなタイプか見直してみるというものです。そこで，自分のタイプ

以外を参考にして，できるだけいつもと違う接し方を考えてみるというも

のです。 

（６）ワークショップ B「ブレインライティング６３５」 

とができ，周りのアイデアにも大切なことが同じように出てくることから，保護

者にとって子どもと関わる上での気付きになると考えられます。この活動後

「家庭でのスマホやゲーム機の与え方について考えてみませんか。」と話題

を出すことで，家庭での情報モラル教育について深まった話し合いになると

考えられます。 

このワークショップは，ブレインストーミングの手法を用いて，連想される言葉をワークシートに３つ書いていくだ

けで，短時間に多くのアイデアが出る仕掛けがあります。教員が研修で用いる場合は10分程度，保護者懇談会の

活用では20分程度予定してください。 

始めに自分が書いたアイデアが，グループの人の手にわたって付け加えられることにより，新たな視点を得るこ 

 

（７）ワークショップ C「子ども伝記」 

子どもがこうなって欲しいと願う将来の姿を20年後，10年後，

5年後と順にワークシートの表に書き出します。そして，ワーク

シートの左端を折り返し，先ほどの記入項目と未来の様子が記

入された年表を並べて，私たちの暮らしてきた時代とは違う社

会で生きていく子どもに，今，家庭で大切にしたいことは何か

を考えるものです。 

１人目が記入する 

左隣りへ回して 

１人目，３人目…

と上の言葉から 

連想して記入する 

「将来幸せに暮らすために必要なことは何か。」 

 基本ルール 

⑴絶対に批判しないこと 

⑵自由に意見を出すこと 

⑶質より量を重視すること 

⑷アイデアを発展させること 
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Ⅰ Ⅱ 

（３）校内研修会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの流れ 

情報モラル教育２領域５分野を知る活動 

情報社会の倫理 法の理解と遵守

安全への知恵 情報セキュリティ

公共的なネットワークの構築

※p.1 参照 

情報モラル教育 教材の体験（ペアで実施） スライド資料を中心にしたミニ講義 

懇談会を想定したワークショップの体験 

※p.8参照 

情報モラルの体験学習の良さを感じる教材を体験 

保護者啓発

の具体を体験 

情報モラル教育

の 領 域 ・ 分 野 を 知

り，全体をバラスよく

指導する意識をもつ 

児童実態の把握し，必要な学習課題を見出す活動 

Ⅰ Ⅱ右ページ      へ

学校教育を軸

に家庭に働きか

る必要性と手法

について共有

学年チームで，児童に

必要な学習課題について

話し合う活動。 

p.10 
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※P.7 ワークショップⅡ 「子ども伝記」を活 
 
 
 
 
 

Ⅲ Ⅰ Ⅱ

授業の流れを 

考える活動 

情報モラル教材リンク集を使って，見つけ出し

た学習課題に合う教材を見つけながら，授業の

アイデアシートをつくる活動 

学年チームから、 

児童の実態と授業 

について報告 

各学年の実態から見つけ出した学習課題と

授業の流れについて発表し，校内の情報モラ

ル教育の進め方について共有する。 

 

ワークショップの評価方法を共通理解 

３つのワークショップそれぞれを，保護者として

参加した視点と支援者（進行）として参加した視

点の２つをもって評価することを確認。 

 

懇談会づくりのポイントについて確認 

ワークショップを体験する前に，保護者にとっ

て魅力的な懇談会を考えるためのポイントを再

確認する。 

 ※P.８ ワークショップ C 「子ども伝記」を活用 

 
※P.７ ワークショップ A 

「情報モラルの動画教材を活用」 

※P.８ワークショップ D   研修会で使用するプレゼン資料，ワークシート， 

情報モラル教材リンク集などは，ダウンロード可能です。 

p.11
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「家庭でのいつもの声かけを考え直してみる活動」  

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ Ⅱ 

（３）校内研修会Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの流れ 

情報モラル教育２領域５分野を知る活動 

情報社会の倫理 法の理解と遵守

安全への知恵 情報セキュリティ

公共的なネットワークの構築

※p.1 参照 

情報モラル教育 教材の体験（ペアで実施） スライド資料を中心にしたミニ講義 

懇談会を想定したワークショップの体験 

※p.8参照 

情報モラルの体験学習の良さを感じる教材を体験 

保護者啓発

の具体を体験 

情報モラル教育

の 領 域 ・ 分 野 を 知

り，全体をバラスよく

指導する意識をもつ 

児童実態の把握し，必要な学習課題を見出す活動 

Ⅰ Ⅱ右ページ      へ

学校教育を軸

に家庭に働きか

る必要性と手法

について共有

学年チームで，児童に

必要な学習課題について

話し合う活動。 

p.10 
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（４）情報モラル校内研修会で計画した各学年の授業内容一覧（例） 

（５）保護者参加型の授業 

情報モラルの啓発を進める上で，授業参観を有効的に活用することができます。授業を見てもらうだけで終わるの

ではなく，保護者にとって無理のない範囲で話したり，体験するなど，授業を通して一緒に考えてもらえるようにした

いものです。以下は，その一例です。 

授業の導入で，子どもへの発問

を保護者にも投げかけておく。 

２つ目の発問あたりで，保護

者にも聞いてみる。 
子どもの活動と同じことを

してもらう。 

子どものグループ活動時に

側まで行って，どのような考え

をもっているか知ってもらう。 

授業の振返りを子どもが書く

時間を使って，授業に関係する

情報モラルの諸課題に触れる。

子どもが片づけをしている時

間を使って，情報モラルに関する

学年の実態調査結果を示し，子ど

もの意識などについて触れる。

 

ピラミッドチャートの 
頂点に書いたこと(課題) 教科等 学習のねらい 領域・分野 教材（ウェブページより） 

1 
年 

こわさについて知ること→
使うルール・約束 

特別活動
(2)カ 

無料ゲームとの付き合い方を考え
る 

安全への知恵
スマホリアルストーリー 
「無料ゲームのはずが…」 

（NHK 日本放送協会） 

d2-1
情報セキュリティ

g2-1

2 
年 

インターネットに自分の名
前や住所を入力・これからネ
ットに関わる学年 

特別活動
(2)カ 

知らない人に連絡先を教えないこ
とについて考える 

安全への知恵 ネット社会の歩き方 
「住所や電話番号を教えるのは慎重に」 
（一般社団法人日本教育情報化振興会）e1-2 

3 
年 

ゲーム（通信も）多い・お金
のこと 

特別活動
(2)カ 

基本的な生活習慣を大切にするた
めには，ゲーム（インターネット）
の使用をどうすればよいのか，考
えられるようにする

安全への知恵 ネット社会の歩き方 
「ケータイゲーム機に夢中になると」 

（一般社団法人日本教育情報化振興会） f2-1 

4 
年 

著作権→見てよいもの・悪い
もの 

特別活動
(2)カ 

著作物の意味や役割について理解
し，人のつくったものを大切にす
る心をもつ

情報社会の倫理 楽しく学ぼうみんなの著作権 
「Cマークってなあに？」 

（文化庁）b2-1 

5 
年 自分専用のスマートフォン 

道徳Ｂ 
親切・思
いやり 

相手の立場に立って，思いやりを
もって接しようとする心情を育て
る 

安全への知恵 情報化社会の新たな問題を考えるための教材
「ＳＮＳ等のトラブル」 

（文部科学省）a3-1 

6 
年 

写真をアップすることに抵
抗がない子がいること 

特別活動
(2)カ 

心身ともに健康で安全な生活態度
の形成のために、ＳＮＳの使用に
ついて考える 

情報社会の倫理 情報化社会の新たな問題を考えるための教材
「ＳＮＳ等のトラブル」 

（文部科学省） 
a3-1

安全への知恵
f3-1

安全への知恵 ＩＰＡ映像で知るセキュリティ 
「あなたの書込みは世界中に見られてる」 

（IPA 情報処理推進機構）e3-2 

使うと便利なこともあるが，
こわいところやルールがあ
る 

生活単元 
インターネットのルール便利なと
ころ・こわいところ（無料ゲーム）
について考える 

安全への知恵 
みんなのネット教室 

「無料のゲームならやっても安心？」 
（ＮＥＣ） 

d2-1
情報セキュリティ

g2-1 
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情報化社会の新たな問題を考えるための教材～

安全なインターネットの使い方を考える～ 

保護者のための情報モラル教

室 話し合っていますか？家

庭のルール 

文部科学省 情報モラルに関する指導の充実に資する 

〈児童生徒向けの動画教材、教員向けの指導手引き〉 

〈保護者向けの動画教材・スライド資料〉等 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1368445.htm

JAPET&CEC一般社団法人 日本教育情報化振興会 ネット社会の歩き方 

 

安心ネットづくり促進協議会 保護者向けパンフレット（フィルタリングなどの設定方法） 
 

http://www2.japet.or.jp/net-walk/

https://www.good-net.jp/

（２）本冊子で紹介した資料のダウンロード方法 

京都市立学校の方(ポータルサイト) 京都市立学校以外の方 

ダウンロードして， 

どんどんご活用 

ください！ 

京都市総合教材ポータルサイト TOP｜総合教材ポータルサイトよりダウンロードして下さい。 

（１）情報モラル教材の紹介 （授業活用・保護者啓発活用） 

京都市総合教育センター

やっていこう！ 

情報モラル教育 

メニュー

各研究領域とテーマ
教育研究発表会
研究内容と成果物
研究課 NEWS LETTER

p.13

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）情報モラル校内研修会で計画した各学年の授業内容一覧（例） 

（５）保護者参加型の授業 

情報モラルの啓発を進める上で，授業参観を有効的に活用することができます。授業を見てもらうだけで終わるの

ではなく，保護者にとって無理のない範囲で話したり，体験するなど，授業を通して一緒に考えてもらえるようにした

いものです。以下は，その一例です。 

授業の導入で，子どもへの発問

を保護者にも投げかけておく。 

２つ目の発問あたりで，保護

者にも聞いてみる。 
子どもの活動と同じことを

してもらう。 

子どものグループ活動時に

側まで行って，どのような考え

をもっているか知ってもらう。 

授業の振返りを子どもが書く

時間を使って，授業に関係する

情報モラルの諸課題に触れる。

子どもが片づけをしている時

間を使って，情報モラルに関する

学年の実態調査結果を示し，子ど

もの意識などについて触れる。

 

ピラミッドチャートの 
頂点に書いたこと(課題) 教科等 学習のねらい 領域・分野 教材（ウェブページより） 

1 
年 

こわさについて知ること→
使うルール・約束 

特別活動
(2)カ 

無料ゲームとの付き合い方を考え
る 

安全への知恵
スマホリアルストーリー 
「無料ゲームのはずが…」 

（NHK 日本放送協会） 

d2-1
情報セキュリティ

g2-1

2 
年 

インターネットに自分の名
前や住所を入力・これからネ
ットに関わる学年 

特別活動
(2)カ 

知らない人に連絡先を教えないこ
とについて考える 

安全への知恵 ネット社会の歩き方 
「住所や電話番号を教えるのは慎重に」 
（一般社団法人日本教育情報化振興会）e1-2 

3 
年 

ゲーム（通信も）多い・お金
のこと 

特別活動
(2)カ 

基本的な生活習慣を大切にするた
めには，ゲーム（インターネット）
の使用をどうすればよいのか，考
えられるようにする

安全への知恵 ネット社会の歩き方 
「ケータイゲーム機に夢中になると」 

（一般社団法人日本教育情報化振興会） f2-1 

4 
年 

著作権→見てよいもの・悪い
もの 

特別活動
(2)カ 

著作物の意味や役割について理解
し，人のつくったものを大切にす
る心をもつ

情報社会の倫理 楽しく学ぼうみんなの著作権 
「Cマークってなあに？」 

（文化庁）b2-1 

5 
年 自分専用のスマートフォン 

道徳Ｂ 
親切・思
いやり 

相手の立場に立って，思いやりを
もって接しようとする心情を育て
る 

安全への知恵 情報化社会の新たな問題を考えるための教材
「ＳＮＳ等のトラブル」 

（文部科学省）a3-1 

6 
年 

写真をアップすることに抵
抗がない子がいること 

特別活動
(2)カ 

心身ともに健康で安全な生活態度
の形成のために、ＳＮＳの使用に
ついて考える 

情報社会の倫理 情報化社会の新たな問題を考えるための教材
「ＳＮＳ等のトラブル」 

（文部科学省） 
a3-1

安全への知恵
f3-1

安全への知恵 ＩＰＡ映像で知るセキュリティ 
「あなたの書込みは世界中に見られてる」 

（IPA 情報処理推進機構）e3-2 

使うと便利なこともあるが，
こわいところやルールがあ
る 

生活単元 
インターネットのルール便利なと
ころ・こわいところ（無料ゲーム）
について考える 

安全への知恵 
みんなのネット教室 

「無料のゲームならやっても安心？」 
（ＮＥＣ） 

d2-1
情報セキュリティ

g2-1 
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京都発！確かな教育実践のために ３３ 

学校における情報モラルに関する指導の充実を目指して(2 年次) 

－保護者啓発を意識した情報モラル教育推進のための情報モラル校内研修モデルの構築－ 
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